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第２次生物多様性ふなばし戦略における短期目標（案） 

1. 短期目標の位置づけ 

生物多様性ふなばし戦略において、長期目標年である２０５０（令和３２）年度のめざす将来像を

掲げています。第２次戦略においては、めざす将来像の実現に向け、基本方針（３つの柱）の着実

な達成を目指し、１０年後（２０３６（令和１８）年度）の短期目標を掲げる考えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 短期目標（案） 

(1)みんなが生物多様性を理解し、行動することで、自然が回復し、活用できる都市
ま ち

 

(2)みんなが生物多様性の大切さを理解し、行動することで、自然が回復し、活用できる都市
ま ち

 

(3)みんなが生物多様性の恵みを知り、行動することで、自然が回復し、活用できる都市
ま ち

 

 

 

施策の方向性 

船橋市の生物多様性の現状と課題 （資料２） 

台地から海へ 水・緑・生命
い の ち

と共に暮らす都市
ま ち

 

めざす将来像 （長期目標 2050（令和32）年度） 

10年後の目標 （短期目標 203６（令和 18）年度） 

資料５ 

基本方針（３つの柱）と目標 

② 自然を活用した地域づくり 

基
本
的
な
施
策 

具体的な取組 

 
市民・事業者 

市（個別施策） 

リーディング 

プロジェクト 

① 健全な生態系や生物多様性の保全 

③ 多様な主体の参画・連携の促進 


